
Ⅱ 学校経営

１ 教育目標

○主体的に知性を高め、自

他を認め、協働し合う生

徒を育てる

○ めざす学校像（信頼される学校）

① 安全で安心して学び合う学校

② ともに関わり合い支え合う学校

③ 保護者や地域から親しまれ信頼される学校

○ めざす生徒像（主体的に学ぶ生徒）

① ものごとをよく考え、自ら進んで行動する生徒

② ものごとを豊かに感じ、ともに助け合う生徒

③ 粘り強く行動し、たくましく最後までやりぬく生徒

○ めざす教師像（学び続ける教師）

① 教育者としての使命感と深い愛情のある教師

② わかる授業・楽しい授業を実践できる教師

③ 向上心があり常に学び続ける教師

めざす理想像教 育 目 標

目標具現化の指標

○ 知性を高め個性を伸ばす生徒 （知）

① 目標をしっかり持って、計画的に学習することができる。 （立志力）

② 自ら課題を見つけ、自ら進んで学習することができる。 （自立心）

③ 物事を深く考え、筋道を立てて実践することができる。 （思考力）

④ 新しい考えや方法を生み出す努力をすることができる。 （創造力）

⑤ 思慮深く考え正しく判断し、表現することができる。 （表現力）

○ 自他の向上に努め心豊かな生徒（徳）

① 郷土の自然や文化を愛し、平和の尊さを理解することができる。 （平和）

② 互いの立場を理解し、ともに協力することができる。 （協力）

③ 生活を良くするための礼儀をわきまえることができる。 （礼儀）

④ 時間や物を大切にしきまりを守ることができる。 （規律）

⑤ 美を愛し、心情豊かで思いやる心をもつことができる。 （思いやり）

○ 明朗で意志の強い健康な生徒 （体）

① 継続的に体力つくりに励み、健康安全に努めることができる。 （健康安全）

② 進んで働き、最後まで責任を持ってやりぬくことができる。 （責任感）

③ 困難に屈せず、最後まで粘り強くやりぬくことができる。 （根気）

④ 姿勢を正し心を集中させ、物事の解決にあたることができる。 （集中力）

⑤ 意見をよく聞き、正しいことを主張し行動することができる。 （謙虚）



２ 学校経営方針

嘉手納町の基本理念「進取の気象」「国際性」「社会貢献」を基底として、生徒一人ひとりの適
正や可能性を最大限に伸ばすために、学校教育目標の達成を目指し、次の経営方針により、その
実現に努める。

(1) 教職員が高い倫理観や使命感、教育的愛情をもって「立志」の精神による教育活動を展開
し、嘉手納を愛する教育を推進し、生徒・保護者・地域住民から信頼される学校づくりに努
める。

(2) カリキュラム・マネジメントを生かした自律的学校経営の推進を行い、社会に開かれた教
育課程の実現を図り「生きる力」の育成に努める。

(3) 授業において「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、授業改善を推進し、確かな学
力の育成に努める。

(4) 道徳教育や体験活動、多様な表現や鑑賞の活動等を通して、豊かな心の育成、創造性の涵
養を目指した教育の充実に努める。

(5) 生徒の安全・安心な環境を確保し、生活との関連・日常的活動を視野に、学校の教育活動

全体を通じて、健やかな体の育成に努める。

(6) 生徒のキャリア発達を促すため、身につけたい力（「か」「ふ」「や」「み」：かかわる力、

ふり返る力、やりぬく力、みとおす力）の視点を意識した授業、教育活動を展開する。

さらに、職場体験学習など体験活動を積極的に実践し、家庭・地域との連携協働を通して、

発達段階に応じた地域キャリア(かでな立志)教育に努める。

(7) インクーシブ教育の理念を理解し、障害のある生徒の自立と社会参加を見据え、一人ひと

りの教育的ニーズに的確に応える特別支援教育の充実に努める。

(8) 持続可能な社会との接続を視野に入れたSDGｓと関連づけた教育活動を推進する。

(9) 「小中一貫部会(3班)」と「地域とともにある学校づくり」の充実に努める。

(10) 教育的意義を踏まえ、地域や生徒の実態に応じた特色ある部活動を推進する。

(11) 学校ＯＪＴ等による研修体制を整え、本校教育課題の解決を図る校内研究を通して、教

職員の資質能力の向上に努める。

(12) 時代のニーズに対応した教育活動のための働き方改革の推進と「チーム学校」による協働

体制に努める。

３ 重点目標と努力事項

(1) 「確かな学力の育成」※３つの資質・能力の育成

① 実際の社会や生活で生きて働く「知識・技能」の習得

② 未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」の育成

③ 「学びに向かう力・人間性等」の涵養

④ 学習を支える力の育成

(2) 「豊かな心の育成」

① 人権教育・生徒指導・教育相談の充実（「ぶれず、見捨てず、かかわり続ける」）

② 校内指導体制で取り組む道徳教育と道徳性を養う体験活動の充実

③ 人間関係づくりを重視した特別活動の充実

④ 善悪の判断などの規範意識及び公共の精神を養う全教育活動の充実



(3) 「健やかな心と体の育成」

① 自発的・自主的な生活リズムの確立

② 実践的な安全教育・安全確保の充実

③ 運動、遊びを通した体力づくりの充実

④ 生活との関連を図った健康づくりの充実

⑤ 発達段階を考慮した部活動の推進

(4) 「地域キャリア教育の推進」

① 学ぶことと自己の将来とのつながりを重視した生き方教育の推進

② 「夢やなりたい自分」の実現に向けた自学学習力の育成

③ 社会的・職業的自立に向けた職場体験活動の推進

④ 主体的に進路選択決定し、自己実現ができる進路指導の工夫

⑤ 家庭・地域・学校間の連携の充実

(５) 「特別支援教育教育の推進」

① 特別支援教育コーディネーターを核とした校内組織の推進と支援体制の充実

② 校内研修等を通した個々の教師の専門性の向上

③ 特別支援学級・通級指導の教育課程の充実

④ 通常学級における合理的な配慮の提供等特別支援教育の充実

(6)「嘉手納型小中一貫教育の推進」

① 「I」を伸ばし「We」の世界を広げる児童生徒の育成

② 「かでな探究型授業」の共通実践、生活習慣等の確立、児童生徒の交流充実

(7)「コミュニティースクールの推進」

① 学校運営協議会の充実（関係者が当事者意識をもち「熟議」を重ねる）

② 学校のマネジメント力発揮と地域との「連携・協働」の充実

(8) 「特色ある教育活動（部活動等）の推進」

① 部活動を持続可能なものにするための学校の働き方改革を踏まえた部活動改革推進

② 地域の優位性や本校の強みを生かした教育活動の推進（「日曜学校」等）

(9) 「教職員の資質能力の向上」

① 校内研修等を通した教職員の専門性の向上

② 目標管理による教職員評価システムの有効活用と日常的な授業改善推進

③ マネジメントサイクルによる学校評価システムの推進

④ 危機管理体制の確立

(10) 「教育活動のための働き方改革推進」

① 「ノー残業デー・ノー部活動デー」の徹底、出退勤時間のセルフコントロールの充実

４ スローガン・キーワード

○嘉手納中生徒五箇条 【凡事徹底】 ★生徒会テーマ「学校をつくろう」

① 「挨拶ができる嘉中生」

② 「聴く態度の良い嘉中生」

③ 「心が強い嘉中生」

④ 「深い思いやりのある嘉中生」

⑤ 「主体的に行動できる嘉中生」

○ 立 志 ○ 協働（共動）

① 気高い志をもつ ① 多様性を尊重する

② 個性を伸長する ② ともに支え合う

③ 主体的に生きる ③ 人間関係づくり




